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2001 年から開催してきた「コンクリート構造物の補修，補強，アップグレードシンポジウム」を本

年も開催する運びとなり，今回で第 26 回を迎える．これまで継続して開催することができたのは，コ

ンクリート構造物の維持管理に携わる研究者，技術者の皆様からのご支援とご参加の賜物であり，改

めて深く感謝申し上げたい． 

近年，AIやDXをはじめとするデジタル技術は急速に進展し，研究や技術開発，さらには社会の様々

な場面において欠かすことのできないものとなりつつある．コンクリート構造物の維持管理において

も，AI を活用した点検，診断や，デジタル技術による情報の収集，分析や共有などが進んでいる．一

方，地震や豪雨などの自然災害が発生した際には，停電や通信障害などによって，これらの技術を支

える情報基盤そのものが十分に機能しなくなる可能性がある．被災状況や交通，ライフラインなどに

関する大量の情報は様々な場所から発生するため，平時とは異なる状況の中で，情報を正確かつ迅速

に必要な場所へ届けることが重要となる．今後は，デジタル技術を活用するだけでなく，平時から非

常時への切り替えを含めた対応についても考えていく必要がある． 

このような時代において，人と人が直接出会い，議論することの価値は，むしろ高まっているので

はないだろうか．何気ない会話や異なる分野の研究者，技術者との意見交換から新たな着想が生まれ，

また，平時から築かれた人と人とのつながりが，非常時の迅速な対応を支えることもある．AIやDXが

進展するからこそ，直接顔を合わせて交流する機会を大切にしたい． 

本シンポジウムは，コンクリート構造物の補修，補強，アップグレードに関係する研究者，技術者

が一堂に会し，最新の研究成果や技術について情報共有と意見交換を行う貴重な場である．ぜひ積極

的に議論にご参加いただき，新たな知見や人とのつながりを得る機会としていただきたい．また，材

料 WEEK 期間中に開催される他の行事にもご参加いただき，専門分野の垣根を越えた交流を深めてい

ただければ幸いである． 

最後に，本シンポジウムの開催にあたり，ご講演，ご投稿いただいた皆様，査読や運営にご協力い

ただいた関係各位に心より感謝申し上げる．本シンポジウムが，研究者，技術者の交流を通じて新た

な知見や技術を生み出す場となり，コンクリート構造物の補修，補強，アップグレードに関する研究，

技術のさらなる発展につながることを祈念し，開催のあいさつとさせていただく． 

 

2026 年 10 月 

コンクリート構造物の補修，補強，アップグレードシンポジウム 

実行委員会  委員長  小林 孝一 



［一般講演］ 論文，報告（◇印）ともに：発表 10 分，質疑 5 分 

 

第 1 日目 10 月 8 日（木） 

セッション 1 第 1 会場（9:30～10:45） 
【調査・点検・非破壊検査(1)】 

座長：藤原規雄（国際建設技術研究所）・三輪空司（群馬大学） 
1 混合セメントを用いた ASR コンクリート

の膨張挙動と振動特性の変化 
築地 広 
岩田隆弘 
岩月栄治 

愛知工業大学 
愛知工業大学 
愛知工業大学 

 

2 打撃力の違いが PCaPC 電柱の振動特性の

変化に基づく劣化診断の精度に及ぼす影響 
岩田隆弘 
岩月栄治 
津田紀夫 
小塚晃透 

愛知工業大学 
愛知工業大学 
愛知工業大学 
愛知工業大学 

 

3 衝撃弾性波法で得られる位相スペクトルを

用いた PC グラウト充填評価の実構造物で

の検証 

岩野聡史 
後藤幹尚 
岩波光保 

リック 
大田区 
東京科学大学 

 

4 コンクリートの X 線 CT 画像に対するリザ

バーコンピューティングを活用したひび割

れ抽出 

橋本勝文 北海道大学  

5 渦電流探傷法による腐食検出における異形

棒鋼の節の影響に関する基礎的研究 
増永英樹 
中野涼太 
服部晋一 
鎌田敏郎 

大阪大学 
大阪大学 
大阪大学 
大阪大学 

 

セッション 2 第 2 会場（9:30～10:45） 
【耐荷性】 

座長：栗橋祐介（金沢大学）・山田雄太（日本大学） 

6 巻厚不足のトンネル覆工コンクリートに対

するモルタル充填および CFRP ケーブル埋

設による補強効果 

児玉 稜 
長渕立昇 
小野雅樹 
吉武 勇 

山口大学 
山口大学 
東京製綱インターナショナル 
山口大学 

 

7 鋼板格子筋を用いたマンホール PCM 補強

における JSWAS 規格の評価に関する実験

研究 

阿部 忠 
水口和彦 
師橋憲貴 
熊谷光記 
笠川珠里 

日本大学 
日本大学 
日本大学 
ホープ 
日本大学 

 

8 コンクリート接触面に UHPFRC を用いた

せん断載荷試験 
小泉貴宏 
合田裕一 
三田村浩 
大西弘志 

岩手大学 
美和テック 
サンブリッジ 
岩手大学 

 

9 埋込長の区間に新旧打継面を有する場合の

あと施工アンカーの静的引抜耐力に関する

実験的検討 

神山宙大 
後藤源太 
山下恭敬 
岡田俊彦 
花島 崇 

高速道路総合技術研究所 
西日本高速道路 
西日本高速道路 
日本構造橋梁研究所 
日本構造橋梁研究所 

 



10 埋込長の区間に新旧打継面を有する場合の

あと施工アンカーの静的引抜耐力に関する

解析的検討 

岡田俊彦 
花島 崇 
神山宙大 
後藤源太 
山下恭敬 

日本構造橋梁研究所 
日本構造橋梁研究所 
高速道路総合技術研究所 
西日本高速道路 
西日本高速道路 

 

セッション 3 第 3 会場（9:20～10:50） 
【腐食・防食(1)】 

座長：上田隆雄（徳島大学）・染谷望（鉄道総合技術研究所） 

11 斜角を有する RC 床版の鉄筋腐食による

疲労耐久性の解析的検討 
房  捷 
米田大樹 
高橋佑弥 
石田哲也 

前田建設工業 
前田建設工業 
東京大学 
東京大学 

 

12 竣工から 90 年経過した橋脚の脱塩工法

適用から 32 年後の追跡調査 
林 陸太 
七澤 章 
近江 渉 
中村大剛 
宮里心一 

デンカ 
デンカ 
デンカリノテック 
デンカリノテック 
金沢工業大学 

 

◇13 電気防食工法を 36 年間適用した擁壁の

追跡調査報告 
鹿島篤志 
山本 誠 
中島真悟 
小笠原哲也 
藤原保久 

住友大阪セメント 
住友大阪セメント 
エステック 
五洋建設 
三井住友建設 

 

14 腐食した鉄筋の保護性さびへの改質に関

する研究 
左藤眞市 
𠮷川昂博 
羽村陽平 
高谷 哲 
山本貴士 

大阪産業技術研究所 
島津テクノリサーチ 
島津テクノリサーチ 
京都大学 
京都大学 

 

15 寒冷地における長期暴露試験に基づくシ

ラン系表面含浸材の処理効果 
平野貴宣 
久保善司 
遠藤裕丈 
水谷真也 

金沢大学 
金沢大学 
寒地土木研究所 
大同塗料 

 

16 25 年経過後の PC 桁供試体に対する電気

防食工法の性能評価 
三鍋 俊 
板屋隼人 
青山敏幸 
 
鹿島篤志 
小林浩之 

日本防蝕工業 
ナカボーテック 
ピーエス・コンストラクショ

ン 
住友大阪セメント 
ナカボーテック 

 

セッション 4 第 1 会場（13:15～14:45） 
【調査・点検・非破壊検査(2)】 

座長：犬飼利嗣（岐阜工業高等専門学校）・岩野聡史（リック） 

17 広帯域超音波法(WUT)における弾性波の伝

播特性に関する基礎的実験 
廣庭龍真 
栗原勇樹 
倉田 華 
石久保宏平 
吉武 勇 

山口大学 
日本ピーエス 
山口大学 
エッチアンドビーシステム 
山口大学 

 



18 電磁パルス法に基づく非破壊イメージング

による RC 床版の水平ひび割れの進展状況

評価に関する基礎的研究 

鎌田温光 
友村圭祐 
三方康弘 
寺澤広基 
鎌田敏郎 

大阪大学 
大阪大学 
大阪工業大学 
神戸大学 
大阪大学 

 

19 ドップラレーダ変位計を援用した電磁パル

ス法による接着系あと施工アンカーボルト

の充填度評価 

土屋諒真 
丹羽章太郎 
宇佐美剛 
三輪空司 

群馬大学 
群馬大学 
群馬大学 
群馬大学 

 

20 Sonic-IR 法によるコンクリート中のひび割

れにおける発熱と振動挙動の評価 
新田佳祐 
橋本勝文 

北海道大学 
北海道大学 

 

21 棒状透気試験の適用性の基礎研究と凍害

劣化評価への適用 
相澤雅俊 
武田三弘 
髙橋 諒 

シーテック 
東北学院大学 
東北学院大学 

 

セッション 5 第 2 会場（13:15～14:45） 
【維持管理】 

座長：長田光司（中日本高速道路）・蔵重勲（電力中央研究所） 

22 鋼材腐食が進行した PC 連続箱桁橋の安全

性評価におけるクリープ・乾燥収縮の影響 
田中泰司 金沢工業大学  

23 寒冷環境下におけるコンクリートの鉄筋腐

食に対する効率的な維持管理計画に関する

研究 

遠藤裕丈 
吉田 行 

寒地土木研究所 
寒地土木研究所 

 

24 橋梁の維持管理段階における CO2排出量

の算定と分析 
髙見龍成 
國枝 稔 

岐阜大学 
岐阜大学 

 

25 Cl-混入モルタルへのけい酸塩系表面含浸

工による改質層の特性 
竹内慧斗 
近藤拓也 
後藤源太 
和田吉憲 
光永知央 

高知工業高等専門学校 
高知工業高等専門学校 
西日本高速道路株式会社 
西日本高速道路株式会社 
西日本高速道路株式会社 

 

26 上面増厚と下面補強による RC 床版の水

平ひび割れとその抑制効果に関する数値

シミュレーション 

赤松賢尚 
栗橋祐介 
横山 広 
曳野誠也 

金沢大学 
金沢大学 
大日本ダイヤコンサルタント 
金沢大学 

 

セッション 6 第 3 会場（13:15～14:45） 
【腐食・防食(2)】 

座長：左藤眞市（大阪産業技術研究所）・濱田秀則（九州大学） 

27 塩化物イオンの鋼材腐食発生限界濃度の

設定方法に関する基礎検討 
掛本壮真 
横山 諒 
加藤佳孝 
西村和朗 
橋本永手 

東京理科大学 
東京理科大学 
東京理科大学 
東京理科大学 
東京理科大学 

 

28 中性子回折法を用いた鉄筋腐食が鉄筋コ

ンクリートの付着性能に及ぼす影響に関

する実験的研究 

周 佳遠 
林颯太朗 
小林謙祐 
KIM JUNHO 
兼松 学 

東京理科大学 
東京理科大学 
東京理科大学 
東京理科大学 
東京理科大学 

 



29 シラン系防錆混和剤の局所適用手法の鉄

筋防食性能および付着特性に与える影響 
齊藤亮介 
辰巳宣久 
大島佑介 
図子博之 
稲田真也 

清水建設 
清水建設 
清水建設 
クラレ 
クラレ 

 

30 腐食した PC 鋼より線を有する PC 梁に

おけるプレストレスの長期挙動に与える

影響に関する実験的研究 

松廣優哉 
三木朋広 
韓 政陽 

神戸大学 
神戸大学 
神戸大学 

 

◇31 埋設型犠牲陽極材の種類や塩分濃度に応

じた防食効果と防食状態の評価 
佐々木厳 
小沢拓弥 
大屋貴生 
冨山禎仁 
古賀裕久 

土木研究所 
土木研究所 
土木研究所 
土木研究所 
土木研究所 

 

32 降雨履歴のモデル化による地域別鋼材腐食

評価 
古橋昂大 
奥脇百香 
佐伯竜彦 
須田裕哉 

新潟大学 
清水建設 
新潟大学 
新潟大学 

 

セッション 7 第 1 会場（15:00～16:15） 
【調査・点検・非破壊検査(3)】 

座長：小椋紀彦（CORE 技術研究所）・福山智子（立命館大学） 

33 正弦加振レーダにおける可振動性パラメ

ータの鉄筋の腐食評価 
書上流石 
三輪空司 
町田 暉 
丹羽章太郎 
刈谷潤貴 

群馬大学 
群馬大学 
群馬大学 
群馬大学 
ネクスコ・エンジニアリング

新潟 

 

34 連続パルス加振レーダスキャニングによ

るコンクリート中の鋼材振動の過渡応答

評価 

飯田真都 
三輪空司 
丹羽章太郎 
宇佐美剛 
土屋諒真 

群馬大学 
群馬大学 
群馬大学 
群馬大学 
群馬大学 

 

35 超音波パルス速度を用いた 3D コンクリ

ートプリンティング部材における人工空

隙の評価 

クラム シャ

ザッド 
加藤竜祥 
幸重匡晃 
國枝 稔 

岐阜大学 
 
岐阜大学 
岐阜大学 
岐阜大学 

 

36 非負値行列因子分解を用いた打音スペク

トルの次元削減と DBSCAN を用いたク

ラスタリングによる人工欠陥供試体の欠

陥検知 

イン ヴィラ

パンニャー 
黒田一郎 

防衛大学校 
 
防衛大学校 

 

37 電磁力振動および周波数応答を用いた非

破壊的 PC グラウト充填評価手法の検討 
丹羽章太郎 
三輪空司 
後藤雄治 

群馬大学 
群馬大学 
大分大学 

 



セッション 8 第 3 会場（15:00～16:15） 
【補修・補強(1)】 

座長：轟俊太朗（鉄道総合技術研究所）・審良善和（鹿児島大学） 

38 FRP プレートを溝にあと施工した PCT 桁

床版間詰め部の押抜きせん断性能 
東 洋輔 
藤嶋 涼 
白石真由奈 
市川裕規 

オリエンタル白石 
オリエンタル白石 
オリエンタル白石 
日鉄ケミカル&マテリアル 

 

39 鉄筋腐食した RC はりに対するモルタル埋

設 CFRP ストランド補強法の補強効果に関

する研究 

劉 テツ 
上田尚史 
佐藤靖彦 

関西大学 
関西大学 
早稲田大学 

 

40 上面増厚モルタルと RC 床版の一体性評価

のための曲げ試験 
赤江信哉 
寺谷涼太 
吉武 勇 

太平洋マテリアル 
山口大学 
山口大学 

 

41 アルカリ金属塩水溶液を用いた非電気化学

的手法によるコンクリート構造物の塩分除

去技術の実用化に関する検討 

北野勇一 
チ ケン フ

ォン 

川田建設 
川田建設 
 

 

◇42 環境配慮型可塑性注入材の開発 本田 亮 
原田 匠 

戸田建設 
戸田建設 

 

第 2 日目 10 月 9 日（金） 

セッション 9 第 1 会場（9:00～10:30） 
【調査・点検・非破壊検査(4)】 

座長：黒田一郎（防衛大学校）・水田真紀（理化学研究所） 
43 レーザー打音によるポリマーセメントモ

ルタルを用いた断面修復部のうき・剥離

評価 

松永 輝 
吉川大輝 
戸本悟史 
長谷川登 
中村 光 

建設技術研究所 
名古屋大学 
建設技術研究所 
量子科学技術研究開発機構 
名古屋大学 

 

44 弾性波法による長尺あと施工アンカーの

接着剤充填不良の非破壊評価に関する基

礎的研究 

片岡亮太 
服部晋一 
友村圭祐 
鎌田敏郎 

大阪大学 
大阪大学 
西日本高速道路 
大阪大学 

 

45 コア切込み法による残存プレストレス推

定手法の適用範囲拡張の検討 
伊藤雄貴 
岸本真輝 
岩本陵平 
 
河田直樹 

CORE 技術研究所 
CORE 技術研究所 
西日本高速道路エンジニアリ

ング関西 
西日本高速道路エンジニアリ

ング関西 

 

46 弾性波速度分布に基づくコンクリート構

造物内部の不均質性評価手法 
小椋紀彦 
岸 利治 

CORE 技術研究所 
東京大学 

 



セッション 10 第 2 会場（9:00～10:30） 
【物性一般(1)】 

座長：宮原茂禎（大成建設）・酒井雄也（東京大学） 
47 沖縄県におけるフライアッシュコンクリ

ートのポストテンション PC 橋への適用

性に関する施工性および耐久性の評価 

比屋根方新 
富山 潤 
坪井星那 
鈴木雅博 
 
柴田和典 

琉球大学 
琉球大学 
琉球セメント 
プレストレスト・コンクリー

ト建設業協会 
プレストレスト・コンクリー

ト建設業協会 

 

◇48 亜硝酸リチウムを添加した低炭素型コン

クリートの施工性能に関する基礎的研究 
櫨原弘貴 
橋本涼太 
深見 桜 
宮崎広大 

福岡大学 
福岡大学 
福岡大学 
福岡大学 

 

49 硫酸ナトリウムの結晶圧作用による粗骨

材の長さ変化 
山田 宏 
片平 博 

大阪産業大学 
土木研究所 

 

50 乾湿繰返し環境下における塩化物系凍結

防止剤によるモルタルの化学的侵食メカ

ニズム 

三宅夏美 
吉田夏樹 
友村圭祐 
鎌田敏郎 

大阪大学 
大阪大学 
大阪大学 
大阪大学 

 

51 消石灰とアミノ酸を反応刺激材とするノ

ンセメントコンクリートの中性化抵抗性

と再アルカリ化による補修効果 

赤阪 瞭 
上田隆雄 
七澤 章 

徳島大学 
徳島大学 
デンカ 

 

セッション 11 第 3 会場（9:00～10:30） 
【補修・補強(2)】 

座長：田中泰司（金沢工業大学）・小澤満津雄（群馬大学） 
52 25年間曝露した各種防錆材を用いた断面

修復工法の効果に関する評価 
阿久根航 
関 友則 
山本 誠 
上原元樹 
 
田中亮一 

ケミカル工事 
住友大阪セメント 
住友大阪セメント 
ジェイアール総研エンジニア

リング 
東亜建設工業 

 

53 トンネル覆工コンクリートの補強効果に

及ぼす炭素繊維シート貼付方法の影響 
長渕立昇 
児玉 稜 
松島太司 
吉武 勇 

山口大学 
山口大学 
ケー・エフ・シー 
山口大学 

 

54 内在塩分と中性化の複合劣化に対するシ

ラン系表面含浸工による防食効果 
清水陸功 
近藤拓也 
水谷真也 
横井克則 

高知工業高等専門学校 
高知工業高等専門学校 
大同塗料 
高知工業高等専門学校 

 

55 フライアッシュ原粉および木質バイオマ

ス飛灰を使用したスラリー材による道路

陥没の簡易修復および早期復旧に向けた

実験的検討 

野村悠太 
平賀由起 
渡辺 健 

四国電力 
四国総合研究所 
徳島大学 

 

56 拡底したFRPストランドシートを用いた

あと施工せん断補強における定着性能 
白石真由奈 
東 洋輔 
三宅央真 
宮里心一 

オリエンタル白石 
オリエンタル白石 
日鉄ケミカル＆マテリアル 
金沢工業大学 

 



セッション 12 第 1 会場（10:45～12:00） 
【物質移動】 

座長：加藤佳孝（東京理科大学）・岡崎慎一郎（香川大学） 
57 初期飽和度の変化を考慮したモルタル中

の水分移動に関する解析的および実験的

検討 

金氏裕也 
黒田 保 

鳥取大学 
鳥取大学 

 

58 DEF 進行下におけるモルタルの膨張と塩

化物イオン浸透挙動の関連性 
佐藤賢之介 
矢永彩乃 
斉藤成彦 

山梨大学 
山梨大学 
山梨大学 

 

◇59 屋外曝露した耐久性向上養生剤を塗布し

たコンクリートの耐久性評価 
丸田 浩 
李 春鶴 
俵 道和 
長塩靖祐 

太平洋マテリアル 
宮崎大学 
オリエンタル白石 
太平洋マテリアル 

 

60 海水中の多種イオンを考慮した深海環境

条件下におけるセメントペースト硬化体

の劣化形態およびカルシウム溶脱メカニ

ズムに関する検討 

鈴木創太 
岩波光保 

東京科学大学 
東京科学大学 

 

61 断面補修工法適用後 25 年が経過した断

面補修材と母材コンクリートの界面にお

ける物質移動性に関する検討 

平野夕焼 
上田隆雄 
田中亮一 
網野貴彦 

東亜建設工業 
徳島大学 
東亜建設工業 
東亜建設工業 

 

セッション 13 第 2 会場（10:45～12:00） 
【物性一般(2)】 

座長：吉田夏樹（大阪大学）・川上隆（鹿児島大学） 
62 住宅建築への適用に向けた高炉セメント

B 種を用いて製造する各種高炉セメント

コンクリートのかぶり厚さの検討 

長井智哉 
木村仁治 
梅本宗宏 
右田周平 
久須美真悟 

西松建設 
西松建設 
戸田建設 
戸田建設 
戸田建設 

 

63 アルミナセメントと高炉スラグ微粉末を

用いた耐硫酸モルタルライニング材に関

する基礎的研究 

喜多滉介 
杉橋直行 
山口 晋 
水田航平 
須貝 僚 

日本大学 
日本大学 
日本大学 
デンカ 
日本大学 

 

64 アルミナセメントと高炉スラグ微粉末を

用いた耐硫酸性モルタルの凝結性状と圧

縮強度、水和生成物に関する研究 
  

小原知恭 
杉橋直行 
山口 晋 
水田航平 

日本大学 
日本大学 
日本大学 
デンカ 

 

65 PVA 繊維を配合した超高強度繊維補強コ

ンクリートの火災時における爆裂抑制効

果に関する解析的検討 

小林裕貴 
小山 拓 
中村慶一 
小澤満津雄 

エスイー 
群馬大学 
エスイー 
群馬大学 

 

66 コンクリートの締固め方法がDEFによる

膨張進行および強度変化に及ぼす影響 
橋本涼太 
深見 桜 
宮崎広大 
櫨原弘貴 

福岡大学 
福岡大学 
福岡大学 
福岡大学 

 



セッション 14 第 3 会場（10:45～12:00） 
【補修・補強(3)】 

座長：佐々木巌（土木研究所）・柳田龍平（金沢大学） 
67 硫酸劣化を伴う下水道複合管更生の耐荷

力評価に関する基礎的研究 
山田貴司 
深見 桜 
下妻達也 
橋本涼太 
櫨原弘貴 

福岡大学 
福岡大学 
福岡大学 
福岡大学 
福岡大学 

 

68 劣化・損傷・補修を複雑に経験した RC
柱の力学性状と復元力特性 

野崎晃平 
菅野雄斗 
五十嵐彩人 
髙瀬裕也 
濱 幸雄 

室蘭工業大学 
室蘭工業大学 
室蘭工業大学 
室蘭工業大学 
室蘭工業大学 

 

69 速硬型VFCの一軸引張試験における供試

体厚さがひび割れ進展およびひずみ分布

に及ぼす影響 

神代康輔 
安藤重裕 

住友大阪セメント 
住友大阪セメント 

 

70 長寿命化対策としての水切り板設置によ

る水侵入および腐食抑制効果に関する研

究 

深見 桜 
橋本涼太 
櫨原弘貴 
宮崎広大 

福岡大学 
福岡大学 
福岡大学 
福岡大学 

 

71 若材齢 PP 繊維添加型ポリマーセメント

モルタルの火災による爆裂性状 
古賀丈太郎 
小山 拓 
小澤満津雄 

群馬大学 
群馬大学 
群馬大学 

 

セッション 15 第 2 会場（13:15～15:00） 
【物性一般(3)/力学的性質】 

座長：麓隆行（近畿大学）・佐藤賢之介（山梨大学） 
72 改良型高炉セメント C 種を用いたコンク

リートの温度ひび割れ抵抗性の評価 
関 健吾 
塚田美佑 
境 美緒 
古橋 佳 
坂井吾郎 

鹿島建設 
鹿島建設 
鹿島建設 
鹿島建設 
鹿島建設 

 

73 リング拘束加熱試験法による PE シース

管がコンクリートの損傷に与える影響 
河原優明 
小山 拓 
白石真由奈 
藤嶋 涼 
小澤満津雄 

群馬大学 
群馬大学 
オリエンタル白石 
オリエンタル白石 
群馬大学 

 

74 拘束方法の違いが高温加熱時におけるコ

ンクリートの爆裂現象に与える影響に関

する研究 

高橋京介 
羽生 隼 
小山 拓 
小澤満津雄 

群馬大学 
群馬大学 
群馬大学 
群馬大学 

 

◇75 持続荷重下における RC 内部ひび割れ挙

動に関する実験的検討 
泉 創太 
井向日向 
犬飼利嗣 

長岡技術科学大学 
岐阜工業高等専門学校 
岐阜工業高等専門学校 

 

76 未溶解粉体がOne-partジオポリマーコン

クリートの長期材料特性に与える影響 
蔡 明諒 
中山一秀 
シル アマド

ウ サキール 
千々和伸浩 

東京科学大学 
徳島大学 
東京科学大学 
 
東京科学大学 

 



77 端面摩擦を低減した直径および高さの小さ

いコンクリート円柱供試体の一軸圧縮強度 
吉田夏樹 
新井 真 
鎌田敏郎 

大阪大学 
日本建築総合試験所 
大阪大学 

 

セッション 16 第 3 会場（13:15～15:00） 
【補修・補強(4)】 

座長：李春鶴（宮崎大学）・山下亮（ＩＨＩインフラスクエア） 
78 UHPFRC で上面補修した RC 床版の輪荷

重走行試験と疲労解析 
合田裕一 
三田村浩 
今野久志 
ヘーン チー

クーン 
松本高志 

美和テック 
サンブリッジ 
サンブリッジ 
北海道大学 
 
北海道大学 

 

79 ジュート繊維を混入した乾式吹付材料の

繊維配向の違いによる爆裂性状に関する

研究 

小山 拓 
福井拓也 
神田利之 
小澤満津雄 

群馬大学 
ケミカル工事 
ケミカル工事 
群馬大学 

 

80 地震で損傷した RC 梁に定着された接着

系アンカーの付着強度とひび割れ距離の

関係 

八巻祐太 
蛇池祐成 
石田雄太郎 
高橋宗臣 
高瀬裕也 

室蘭工業大学 
室蘭工業大学 
飛島建設 
日本ヒルティ 
室蘭工業大学 

 

◇81 粘着シートを用いたコンクリート部材補

修のひび割れ適用範囲に関する検討 
大屋貴生 
佐々木厳 
百武 壮 

土木研究所 
土木研究所 
土木研究所 

 

82 直行集成板により補強された RC 柱の耐

震性能に関する実験的検討 
山本翔吾 
伊藤巧登 
堀野 揺 

岐阜工業高等専門学校 
岐阜工業高等専門学校 
岐阜工業高等専門学校 

 

 



 

 

［スケジュール］ 

1 日目 10 月 8 日（木） 

時間 第 1 会場 第 2 会場 第 3 会場 

9:00～9:15 開会式 － － 

9:20～10:50（第 3 会場） 
9:30～10:45（第 1,2 会場） 

セッション 1 
【調査・点検・非破壊検査(1)】 

セッション 2 
【耐荷性】 

セッション 3 
【腐食・防食(1)】 

11:00～12:00 招待講演   

13:15～14:45 
セッション 4 

【調査・点検・非破壊検査(2)】 
セッション 5 
【維持管理】 

セッション 6 
【腐食・防食(2)】 

15:00～16:15 
セッション 7 

【調査・点検・非破壊検査(3)】 
－ 

セッション 8 
【補修・補強(1)】 

2 日目 10 月 9 日（金） 

時間 第 1 会場 第 2 会場 第 3 会場 

9:00～10:30 
セッション 9 

【調査・点検・非破壊検査(4)】 

セッション 10 

【物性一般(1)】 

セッション 11 

【補修・補強(2)】 

10:45～12:00 
セッション 12 

【物質移動】 

セッション 13 

【物性一般(2)】 

セッション 14 

【補修・補強(3)】 

13:15～15:00 － 
セッション 15 

【物性一般(3)/力学的性質】 

セッション 16 

【補修・補強(4)】 

15:15～15:45 閉会式 － － 

 


